
 

１．仲良し会 

 

課題 

� 全員参加型の協議会を望む 

� 取り扱う課題の絞り込み 

� 各団体では解決しづらい問題の支援 

� 地域のタイムリーな課題の把握 

� 自治会、町内会、各種団体にまたがる問題 

� 子育て支援  （久木地区ではこども部会ができた） 

� 交通アクセス （電車→バス→自宅） 

� コミュニティーバスの活用 

� 買い物 

� 伝統文化の継承 （小坪小の児童は太鼓のたたける児童が多い） 

 

解決策 

� 役割分担 （自治会をまたがる問題の解決  ひとつの自治会ではパワー不足な問題） 

� 互いにゆずりあう（役割を決める） 

� 協議会役員としての意見ではなく各自治会代表者・各団体代表者会議に諮り住民協の



意見とする 

� ボランティア人員の確保 

� 小学校区内の交流・情報交換 

 

行政に要望すること 

� タテ割をなくし、ヨコ串をとおして欲しい 

� 自治会から言ってきても、住民協に係る課題は住民協を通せと断る 

� 広報の強化 

� 住民への周知 

� 情報収集 

� 専門的知識提供 

� 市長に再度仲介を願う 

  



 

２．サルのお山 
 

◆課題 

災害関係 

・災害が起きた時孤立しないか不安 

・災害時の備品について 

・災害時、逗子市自体が孤立しないか 

・災害時の避難道がない？ 

 

道路関係 

・バス路狭い 

・マリーン歯科（コスモミロス下）T 字路停止線位置をもう少し手前にしないと危ない 

・歩道がない所があり、歩くのが怖い 

・ファミマ裏の歩道が夜暗い 

・生活道の安全確保 

・団地で迷子になる 

 

 



地域活動関係 

・公園掃除の参加者が減っている 

・若者の参加がない 

・地域のこと、よくやっている人と全然やっていない人の差が激しい 

 

その他 

・独居老人が増えている 

・空家問題（火災、樹木・草等） 

・ゴミの出し方（分別）町内会以外の人が出している 

・マンションの上下階の生活音の苦情 

・マンション駐輪場のスペース不足 

・市の財政が厳しい 

・子育てが不安 

 

◆プラン 

災害予防・・・自治会ごとに防災レベルが異なる。代表者は任期が１年の所が多い。 

継続できる災害予防の小団体（防災委員会）を作る 

 ↓ 

情報共有できる場を作る（住民自治協議会） 

 ↓ 

自治会ごとに持ち帰って災害予防の 

 

道路関係 

・上記と同じ手順 

・自治会ごとの掲示板など情報共有をネットでできるようにする 

 

地域活動への参加 

仕事のシェアをするため、班体制にして強制参加 

 

◆越えなければならない壁、特に行政に求めるサポート 

・市で自治会ごとの HP や掲示板を作って欲しい 

（フォーマットの統一、共有フォルダのようなものの作成） 

 

  



 

３．ご近所なかま ～西さんとその仲間たち～ 

 

課題 

＜担い手不足＞ 

● 子供、高齢者を見守る地域の目を育てたい 

● 子供見守隊員の増加を 

● 防犯 見守りサポータ不足は募集しても集まらないというが、あきらめずに、回覧に

載せて下さい。ワンワンパトロールも同じ 

＜助け合い＞ 

● ゴミの事について アルミ缶、スチール缶の出し方なんですが、自宅前に袋のある方

が朝早くから、ガシャガシャとある時間までとてもうるさいとの事 

● 地域住民の高齢化によるゴミ問題 

● “足”の確保 

＜地域活性化＞ 

● 暗い道 

● 店がきれいでない、少ない、まとまりがない 

 

 



解決策 

＜担い手不足＞ 

● 回覧などであきらめずに人を集める 

● 70 歳になったら地域デビュー！ 

● 一本釣り 

＜助け合い＞ 

● 南ヶ丘のバスの件。葉山の方でその団地から逗子までの直行バスがあるとのこと。自

治会でその方法も考えたのか 

● 地域には自治会があったり、その下に地域の中も区分けされていて、行事が多くあり、

小坪区会など役員を決める時、大変な思いをする。地域の人数も少なくなっているので

活動を少し少なくしてほしい 

＜地域活性化＞ 

● 明るい光 

● お店を増やそう 

● 人を呼ぼう 

● 地域の人が目的意識を共有して、語り合う場を作りたい 

● 地域ふれあい事業（イベントの実施）楽しく、明るく、健康的 

● 高齢者の仲間づくり 決まったサロンに行くのではなく、近所の仲間が家を巡ってお

茶会や時々脳に刺激を与える楽しい会がもてたらいいかな？ 

● 誰が？場所は？お金は？ 

● カラオケ大会、ご近所サロン（大盛況）、大谷戸麻雀（大盛況）、トランプの会、映画

会 

 

行政に要望すること 

●場所作り 

●青パト維持費 （市役所の他、社会福祉協議会にも費用の支援をお願いしたらと思う） 

●カラオケ大会の金銭的援助、機材、会場、住民協の役員 

  



 

４．さぎの浦 

 

課題 

● 高齢者問題（災害助け、病気（急病）、見守り） 

● 回覧、文章（高齢者）理解できない 

● 高齢者 買物支援 

● ミニバス開始（坂が多いので。マリーナ始発で鎌倉行の路線を開始してほしい。） 

● 遊び場を増やしたい（子供・高齢者） 

● 駐車場不足（子供も来たときの駐車場確保） 

 

解決策 

● 自治会・町内会でやるべき事 

① 高齢者の見守り 

② 回覧、文章の理解できるよう支援する 

③ 災害時の支援 

 

行政に要望すること 

① マリーナ始発で緑ヶ丘経由鎌倉行バス路線の新設 



② 坂が多い地域へのミニバス運行 

 

  



 

５．海山族（うみやまぞく） 

 

課題 

● ゴミ問題（なぜゴミステーションがきれいに使われないか。収集時間掲示） 

● 植木問題（道路にはみ出す所有者不明に植木） 

● 居場所づくり（独居見守り、３世代交流促進、異分野異世代の居場所必要） 

● 買物難民、病院通院支援（買物支援が欲しい人は誰か？） 

● 遊休地の有効利用（南ヶ丘からまんだら堂への抜け道） 

● 待機児童問題（小坪の子育てはどこでとりくむか、遊び場の問題） 

 

解決策 

● ゴミ、道路上の枝問題を「住民協」にて！ 

● ふれあい自治会活動（変化するルールづくり、ルールの見える化、周知徹底） 

● タブレット、スマホで情報共有 

● 空家活用（小規模保育所（1～5 人）を高齢者が運営、地域組織（住民協）に目的別組

織（NPO、PTA、子育てグループ）を追加する。 

● 出張販売（トラック）業者を町内会で呼ぶ 

● 天王浜付近に移動販売スペースを設ける（集いの場づくり） 



 

行政に要望すること 

● NPO+行政+地域 一体となるような支援 

● 空家持ち主情報提供（持ち主との均衡支援） 

● 高齢者への生きがい支援 

● 認知症予防 

● 異業種が地域に貢献できることは何か、住民のニーズの把握 

 

 

  



 

６．ｋｏｔｓｕｂｏ＿ 

 

●課題 

（組織について） 

・既存の自治会その他との役割、分担の明確化 

・地域の「住民」と「協議会」のコミュニケーションの具体的方法 

・住民協所属ボランティア団体への住民協の支援の方法を検討 

・ボランティア団体と自治会の協働を計る 

・小坪のブランド作り 

 

（環境について） 

・木にからまる雑草除去 

・（オリンピック開催による訪れた人への）サイン設置、ユニバーサルデザイン 

 

（人とのつながり） 

・顔のわかるまち、人とつながる 

 

 



（安心・安全について） 

・歩道整備 

・街灯整備 

 

●取り組むこと 

・小坪花火大会の検討 

・小坪の運動会を大きくやる 

・あいさつをする、旗の利用 

・小坪漁港の魅力化、裏道たんけん隊 

・ＺＵＳＨＩ ＦＥＳのソフト見直しによって復活する 

・ＢＥＡＣＨ ＦＭとの協働 

・公衆トイレの充実と美化 

 

●壁 

・守るものと変えるものをどうするか 

・小坪全体で考える、協議会でまとめて、各自治会、町内会がつながる 

  



 

７．チームきらきらちょっと小坪 

 

課題 

○情報 

・自治会間（内）コミュニケーション 住民、会役員、他自治会 

○交通 

・災害時の避難路 

・ＪＲ・京急の駅からのアクセス 

・道路渋滞（特に夏） 

・買い物いけない→お店が来る！！ 

・市への諸手続きが面倒（申請や郵送など） 

 

解決方法 

○情報 

・他団体が行なうイベントに積極的に参加・協力していく。 

・どの団体よりも、エリア的にも年齢層的にも広いと思うので、地域のリーディング団体

としての活動が望まれる。 

・多世代交流 



・自治会 部会の活動をみんなに見える化！！ 

・勤労者が参加し易い市民活動のやり方 

○空家 

・空家で小坪ブランド作業場サロンと収入の合体 

・空家 子ども世代向けの伝承 おじい、おばあの能力発揮！ 

・空家ＢＡＮＫ 

・若手のシェアハウス開放 

・空家でカフェ（情報ステーションショップ・・・） 

・空家対策の専門家に相談（小坪在住）小坪シェアハウス事例などの話 

○交通・買い物 

・週 1 回移動商店街、朝市など 

・小規模スーパー 

・道幅、公営駐車場 

○その他 

・できることできないこと、立場を知り役割分担を見えるよう 

・防犯強化（ストーカー殺人再発防止） 

・おまつりで活動への募金集める（青パトの資金とか・・・） 

・動ける人に負担がかかる。若い人が少ない。 

・資源ゴミを活動費に 

・イメージキャラの活用（シズオ）ゆるキャラ、まちおこし 

 

行政に期待すること 

○情報 

・市民活動に使える時間がない、又は他の人と合わない。 

・目指す方向、ベクトルが他団体と同じになるよう、すり合わせが必要。 

・小学校との連動を、もっと図った方が良い。情報の共有が必要。 

・地域の魅力の発見、地域の特徴を身に付け発信できるようにする。 

・小坪のイメージアップのキャッチフレーズを作る。 

○手続き 

・行政サポート 専門家を紹介（地域にすごい人います！） 

・専門家につなげる窓口をつくる（コンシェルジュ） 

○その他 

・法規制 

・都市開発計画 

・タテワリ行政の管轄 

 


